
フ
ジ
タ
バ
レ
エ
リ
サ
イ
タ
ル「
コ
ッ
ペ
リ
ア
」　　
　
8
／
　

31
　
　

（日）
　・久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ　 

ザ・グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル

　
ム
ジ
カ・ソ
ナ
ー
レ・ア
ン
サ
ン
ブ
ル
第
27
回
演
奏
会
9
／
　

28
　
　

（日）
　・石
橋
文
化
ホ
ー
ル

ム
ジ
カ
耳
納
30
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト　
　
　
　
10
／
　

9
　
　

（木）
　・え
ー
る
ピ
ア
久
留
米　
視
聴
覚
ホ
ー
ル

第
74
回
久
留
米
市
総
合
美
術
展　
　
　
　
　
　
　
10
／
8
　

（水）
　

〜
10
／
26
　

（日）
　・久
留
米
市
美
術
館　
１
階

第
54
回
会
員
美
術
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
10
／
8
　

（水）
　

〜
10
／
26
　

（日）
　・久
留
米
市
美
術
館　
１
階

上
下
水
道
フ
ェ
ア
茶
会　
　
　
　
　
　
　　
　
　　
10
／
18
　

（土）
　・南
部
浄
化
セ
ン
タ
ー

青
木
繁
旧
居「
お
茶
を
楽
し
む
会
」（
江
戸
千
家
）　
　

10
／
26
　

（日）
　・青
木
繁
旧
居

０
歳
か
ら
の
親
子
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト　
　
　

10
／
　

29
　
　

（水）
　・石
橋
文
化
会
館　
小
ホ
ー
ル

第
77
回
久
留
米
市
茶
道
連
合
会
法
要
大
茶
会　
　
11
／
9
　

（日）
　・梅
林
寺

第
71
回
桃
青
忌
俳
句
大
会           　
　
　
　
　
　
11
／
16
　
　

（日）
　

詩
の
集
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
11
月
予
定

第
24
回
ジ
ュ
ニ
ア
青
木
繫
展〈
公
募・搬
入
〉　　

12
／
15
　

（月）
　

〜
12
／
19
　

（金）
　・久
留
米
連
合
文
化
会
事
務
局

文
化
交
流
部
展　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

12
／
20
　

（土）
　・久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ　
久
留
米
座

Vol.119
2025.8
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久
留
米
連
合
文
化
会 

会
長
　
内
野
　

博
夫

 

定
期
総
会
を
終
え
て

　
令
和
7
年
5
月
31
日
（土）
、マ
リ
タ
ー
レ
創
世
に

於
い
て
令
和
７
年
度
の
久
留
米
連
合
文
化
会
定

期
総
会
を
滞
り
な
く
開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
を

心
よ
り
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
総
会
は
、

第
1
号
議
案　
令
和
６
年
度
事
業
報
告
並
び
に

　
　
　
　
　

決
算
承
認
・
監
査
報
告

第
2
号
議
案　
令
和
７
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算

第
3
号
議
案　
規
約
改
正

第
4
号
議
案　
役
員
改
選
、報
告
事
項
・

　
　
　
　
　
会
員
録
作
成
・
人
事
案
件

　
続
い
て
久
留
米
連
合
文
化
会
表
彰
・
新
会
員

紹
介
と
、粛
々
と
し
て
短
時
間
で
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
総
会
後
に
開
催
さ
れ
た
懇
親
会
に
は
、橋
本
政

孝
久
留
米
副
市
長
、吉
冨
巧
久
留
米
市
議
会
議
長
、

そ
し
て
本
年
度
４
月
に
着
任
さ
れ
た
文
化
振
興

課
課
長
の
箔
谷
恵
課
長
、絹
笠
順
一
文
化
推
進
協

議
会
会
長
を
は
じ
め
、多
く
の
ご
来
賓
の
皆
様
の

ご
参
加
を
い
た
だ
き
、盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

令
和
7
年
度
　
久
留
米
連
合
文
化
会

◉
功
労
賞

仲　
正
彦　
（
彫
刻
）　　
久
我　
敏
博（
写
真
）

龍　
由
美
子（
デ
ザ
イ
ン
）

◉
久
留
米
文
学
賞　﹇　
文
芸
部
門　
﹈（
令
和
6
年
度
）

岩
元　
一
歩（
小
説
）　　
中
野　
千
惠
子（
短
歌
）

西
山　
惠
二（
俳
句
）　　
平
川　
悦
子（
川
柳
）

◉
連
文
会
員
賞　﹇　
美
術
部
門　
﹈（
令
和
6
年
度
）

小
川　
寿
一（
日
本
画
）　
林
田　
美
峰（
水
墨
画
） 

髙
田　
由
美
子（
洋
画
）　
松
熊　
幸
子（
洋
画
）

中
園　
唯　
（
工
芸
）　　
中
村　
郁
子（
書
道
） 

山
口　
溪
水（
書
道
）　　
笠　
龍
介　
（
写
真
） 

長
田　
敦
子（
写
真
）　　
吉
崎　
勇　
（
デ
ザ
イ
ン
）

◉
連
文
会
員
賞

　
　
　﹇　
舞
台
芸
術・
華
道・
茶
道
部
門　
﹈（
令
和
6
年
度
）

花
柳　
君
榮
佳（
日
本
舞
踊
） 

伊
東　
宗
満（
茶
道
）

◉
永
年
50
年
表
彰

井
口　
益
次（
写
真
）　　
橋
爪　
征
夫（
写
真
）

檜
枝　
泰
秀（
デ
ザ
イ
ン
）

◉
永
年
30
年
表
彰

森
光　
晴
子（
詩
）　　
　
松
永　
千
秋　
（
川
柳
）

髙
尾　
八
重
子（
工
芸
）　
堀
江　
英
毅　
（
謡
曲
） 

北
嶋　
季
之（
洋
楽
）　　
齊
藤　
節
子　
（
洋
舞
） 

樋
口　
峨
圭（
茶
道
）

◉
新
会
員（
令
和
6
年
度
）

﹇　
美
術
部
門　
﹈

平
井　
舟
風（
水
墨
画
）　
川
島　
良
子　
（
洋
画
）

杉
野　
佳
代
子（
洋
画
）　
髙
島　
淑
子　
（
洋
画
）

稗
田　
敏
明（
洋
画
）　　
石
田　
由
美
子（
工
芸
）

伊
藤　
煌
梢（
書
道
）　　
村
松　
知
子　
（
書
道
）

吉
丸　
悠
山（
書
道
）　　
笠　
龍
介　
　
（
写
真
）

藤
﨑　
聖
二（
写
真
）

﹇　
舞
台
芸
術
部
門　
﹈

坂
田　
一
男（
謡
曲
）　　
足
立　
久
美
子（
映
画
演
劇
）

仲　
陽
見（
文
化
交
流
）　
小
松　
宏
吉（
文
化
交
流
）

﹇　
華
道
部
門　
﹈

井
手　
霞
戀（
華
道
）　　
井
口　
丸
子（
華
道
）

沖　
華
零　
（
華
道
）　　
中
園　
千
萌（
華
道
）

宮
前　
祐
子（
華
道
）　　
本
村　
亜
希（
華
道
）

渡
邉　
妙
甫（
華
道
）

﹇　
茶
道
部
門　
﹈

白
水　
宗
穂（
茶
道
）
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こ
と
を
非
常
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。ま
た
久
留
米

市
表
彰
受
賞
者
紹
介
で
は
、市
政
功
労
者
と
し
て

写
真
部
の
井
口
益
次
氏
、華
道
部
の
白
石
敏
子
氏
、

芸
術
奨
励
賞
受
賞
の
洋
楽
部
の
稲
益
初
美
氏
、華

道
部
の
靏
紀
千
氏
、ふ
る
さ
と
市
民
賞
に
は
短
歌

部
の
栗
林
喜
美
子
氏
の
５
名
の
方
々
に
花
束
の

贈
呈
が
行
わ
れ
、受
賞
の
各
氏
か
ら
は
今
後
も
久

留
米
の
文
化
向
上
に
ま
す
ま
す
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
の
熱
い
決
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。欠
席

さ
れ
た
日
本
画
部
の
小
川
寿
一
氏
を
含
め
６
名

の
方
々
の
受
賞
は
、連
合
文
化
会
と
し
て
誇
ら
し

く
も
あ
り
非
常
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

　
第
２
号
議
案
で
提
示
さ
れ
た
本
年
度
予
算
の

事
業
費
は
人
事
案
件
で
の
説
明
で
も
あ
り
ま
し

た
が
、事
務
局
長
の
退
職
に
と
も
な
い
事
務
局
体

制
を
正
職
員
１
名
、臨
時
職
員
１
名
の
２
名
体
制

に
す
る
こ
と
が
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
こ
と
で
、

事
務
局
の
人
件
費
を
３
０
９
万
円
削
減
し
、臨
時

職
員
の
賃
金
を
１
１
１
万
３
千
円
と
し
、２
０
１

万
２
千
円
の
余
剰
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。こ
れ
に
と
も
な
い
、各
部
に
配
分
し
て
い

る
事
業
費
を
一
昨
年
の
レ
ベ
ル
に
戻
す
こ
と
が

で
き
、さ
ら
に
１
０
０
万
円
の
予
備
費
を
持
つ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。４
年
後
に
控
え
て
い
る
創
立

　
周
年
で
記
念
式
典
を
行
う
か
ど
う
か
に
つ
い

て
は
、企
画
運
営
委
員
会
の
皆
さ
ん
に
諮
っ
て
い

ま
す
が
、記
念
誌
の
発
行
も
含
め
て
少
し
は
見
通

し
が
立
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
連
合
文
化
会
の
こ
れ
か
ら
の
課
題
は
、如
何
に

会
員
を
増
や
し
て
い
く
か
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

過
去
の
慣
習
に
と
ら
わ
れ
ず
、連
文
発
足
の
精
神

に
立
ち
返
り
仲
間
を
増
や
し
て
い
け
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
尽
力
を
伏
し
て

お
願
い
致
し
ま
す
。

第
18
回

連
文
工
芸
部
作
品
展

　
２
０
２
５
年
6
月
3
日
（火）
か
ら
8
日
（日）
ま
で
、

久
留
米
市
一
番
街
多
目
的
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
、工

芸
部
会
員
作
品
展
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。　
来

場
者
数
は
総
計
２
１
３
名
、搬
入
日
こ
そ
あ
い
に

く
の
小
雨
日
和
で
し
た
が
、お
お
む
ね
天
候
に
も

恵
ま
れ
、好
評
を
も
っ
て
展
示
会
を
終
え
る
事

が
で
き
ま
し
た
。会
員
数
が
毎
年
の
よ
う
に
減

少
す
る
な
か
、他
の
部
と
の
共
同
展
示
の
可
能

性
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
あ
る

と
い
う
事
を
改
め
て
思
い
ま
し
た
。　　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
工
芸
部
・
廣
藤 

圭
）

第
71
回

連
文
茶
道
部
大
茶
会

　
令
和
7
年
6
月
1
日
（日）
、第
71
回
連
文
茶
道
部

大
茶
会
を
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
の
4
階
和
室
、

中
会
議
室
、5
階
、大
会
議
室
に
て
そ
れ
ぞ
れ
、日

本
礼
道
小
笠
原
流（
煎
茶
）、江
戸
千
家
、遠
州
流

茶
道
、表
千
家
不
白
流
の
4
流
が
、お
席
を
担
当

し
て
、受
付
・
案
内
を
大
日
本
茶
道
学
会
に
て
開

莛
い
た
し
ま
し
た
。

　
例
年
4
月
開
催
の
大
茶
会
が
、今
年
は
6
月
開

催
で
初
夏
の
好
天
に
恵
ま
れ
た
良
き
日
に
各
流

派
、季
節
の
設
え
の
お
席
に
て
、3
5
0
名
を
超

え
る
お
客
様
を
お
迎
え
し
て
、久
留
米
・
近
隣
か

ら
の
方
々
と
の
楽
し
い
ひ
と
と
き
と
な
り
、喜
ば

し
い
事
で
し
た
。

　
地
域
の
方
々
と
一
碗
の
お
茶
を
通
し
て
日
本

文
化
の
暖
か
な
交
流
が
、こ
れ
か
ら
も
よ
り
多
く

の
方
々
と
持
て
ま
す
よ
う
に
、そ
し
て
健
康
長
寿

社
会
へ
続
く
事
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
茶
道
部
・
北
川　
陽
泉
）

80



4

１
、開
祭
の
言
葉　
司
会
、

　
　
向
坂
万
基
子（
久
留
米
連
合
文
化
会
代
表
理
事
）

２
、献
酒
、

原
口
新
五（
久
留
米
市
長
）

吉
冨
巧　
（
久
留
米
市
議
会
議
長
）

鳩
山
二
郎（
衆
議
院
議
員
）

高
山
喜
一
郎（
親
族
・
体
調
不
良
に
て
欠
席
）

内
野
博
夫（
久
留
米
連
合
文
化
会
会
長
）

橋
本
安
彦（
久
留
米
文
化
推
進
協
議
会
副
会
長
）

入
江
剛
史（
西
日
本
新
聞
社
久
留
米
総
局
長
）

木
下
昇　
（
久
留
米
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
国
際
交
流
協
会
常
務
理
事
）

大
橋
勝
己（
久
留
米
文
化
振
興
会
常
務
理
事
）

深
山
和
義（
山
本
校
区
振
興
会
会
長
）

青
木
耕
生（
親
族
）

久
我
敏
博（
久
留
米
連
合
文
化
会
美
術
部
門
代
表
）

青
木
繁
を
偲
ん
で

第
72
回
け
し
け
し
祭

心
地
よ
い
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
の
か
っ
ぽ
酒
も

昼
食
も
お
天
道
様
の
ご
機
嫌
良
く
ほ
っ
と
一
息
、

青
木
繁
を
偲
ん
だ「
け
し
け
し
祭
』で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
広
報
委
員
会
）

　
「
第
72
回
け
し
け
し
祭（
青
木
繁
碑
前
祭
）」が
、

令
和
7
年
3
月
22
日
（土）
、兜
山（
け
し
け
し
山
）に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　
バ
ス
の
乗
車
が
、例
年
の
日
吉
神
社
前
か
ら
、

久
留
米
市
役
所
市
民
駐
車
場
に
変
更
と
な
り
、西

鉄
久
留
米
駅
前
、佐
賀
銀
行
前
を
経
由
し
て
け
し

け
し
山
に
到
着
し
た
。

　
前
日
の
雨
、当
日
の
雨
と
足
場
の
悪
い
中
で
の

け
し
け
し
祭
が
、今
ま
で
数
多
か
っ
た
が
、今
年

は
お
天
気
に
恵
ま
れ
た
。髙
良
山
か
ら
兜
山
へ
の

道
中
、車
窓
か
ら
山
の
新
緑
と
桜
並
木
の
美
し
さ

を
愛
で
な
が
ら
青
木
繁
碑
前
へ
と
。

　
昭
和
二
十
三
年
、と
も
に
上
野
の
美
術
学
校
で

学
ん
だ
坂
本
繁
二
郎
の
筆
に
な
る「
母
い
ま
す

国
」が
兜
山（
け
し
け
し
山
）に
建
立
。薄
幸
の
野

天
才
に
捧
げ
る
哀
悼
慕
情
の
石
碑
。そ
こ
か
ら
、

眼
下
に
久
留
米
の
母
な
る
大
地
が
、一
望
出
来
る
。

そ
の
時
を
始
ま
り
と
し
て
今
日
ま
で
続
い
て
い

る「
け
し
け
し
祭
」。青
木
繁
の
石
碑
に
か
っ
ぽ
酒

を
か
け
る
慰
霊
の
献
酒
に
始
ま
り
山
本
小
学
校

児
童
18
名
の
青
木
繁
研
究
の
発
表　
「
母
い
ま
す

国
」の
合
唱
。

　
後
に
、主
催
団
体
と
な
っ
た
久
留
米
連
合
文
化

会
に
よ
る
献
花
、献
茶
、献
詩
、献
歌
、献
句
、献
書

が
、奉
納
さ
れ
た
。

司会：向坂万基子 ( 代表理事 )献茶：井上仙雅（茶道部）

３
、祭
文
、原
口
新
五　
（
久
留
米
市
長
）　

４
、献
歌
、山
本
小
学
校
３
年
生
児
童
に
よ
る

　　
　
青
木
繁
研
究
の
発
表「
母
い
ま
す
国
」合
唱　

５
、献
花
、坂
上
由
美
子　（
久
留
米
連
合
文
化
会　
華
道
部
）

６
、献
茶
、井
上
仙
雅　
（
久
留
米
連
合
文
化
会　
茶
道
部
）　

７
、献
書
、豊
福
桂
舟　
（
久
留
米
連
合
文
化
会　
書
道
部
）　

８
、献
句
、宮
崎
み
ゆ
き（
久
留
米
連
合
文
化
会　
俳
句
部
）

９
、献
歌
、堀
江
英
毅　
（
久
留
米
連
合
文
化
会　
短
歌
部
）

10
、主
催
者
挨
拶

　
　
　
　
内
野
博
夫　
（
久
留
米
連
合
文
化
会　
会
長
）　

11
、地
元
代
表
挨
拶

　
　
　
　
深
山
和
義　
（
山
本
校
区
振
興
会
会
長
）　

12
、親
族
代
表
挨
拶　

　
　
　
　
青
木
耕
生　

13
、閉
祭
の
言
葉
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第
6
回

連
文
写
真
部
会
員
展

写
真
を
楽
し
む
交
流
会

　
令
和
7
年
4
月
2
日
（水）
か
ら
6
日
（日）
、久
留
米

市
美
術
館
1
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
６
回
目
と
な
る

写
真
部
会
員
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
期
間
中
、写
真
展
の
開
催
を
自
粛

し
て
い
ま
し
た
が
、久
し
ぶ
り
に
念
願
の
会
員
展

を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。会
員
一
人
当

た
り
、4
点
以
内
の
出
品
で
作
品
展
示
を
行
い
ま

し
た
。　
テ
ー
マ
で
の
作
品
、お
気
に
入
り
の
作

品
、会
員
思
い
思
い
の
作
品
発
表
の
機
会
と
な
り

ま
し
た
。期
間
中
は
５
０
０
人
を
超
え
る
来
館
者

が
あ
り
、会
場
で
は
多
く
の
方
々
と
の
写
真
談
義

が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。会
員
た
ち
は
、自

分
が
写
真
作
家
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
、今
後

の
作
品
作
り
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
写
真
展

と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
写
真
の
魅
力
を
地

域
の
方
々
へ
啓
発
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
忘
れ

ず
、芸
術
文
化
発
展
の
た
め
尽
力
し
て
い
く
覚

悟
で
す
。

　
今
回
は
、大
学
で「
写
真
」の
教
鞭
を
取
ら
れ

て
い
る
シ
ム
・
ウ
ヒ
ョ
ン
先
生
に
ご
観
覧
い
た

献句：宮崎みゆき ( 俳句部 )献歌：堀江英毅 ( 短歌部 )

献花：坂上由美子 ( 華道部 )献書：豊福桂舟 ( 書道部 )

献歌：山本小学校３年生児童

　
４
月
26
日
（土）
開
催
の「
写
真
を
楽
し
む
交
流

会
」（
連
文
の
後
援
事
業
）。主
催
は
久
留
米
光
画

会
実
行
委
員
会
、会
場
は
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
プ
ラ
ザ

久
留
米
で
す
。   

　
参
加
写
真
サ
ー
ク
ル
７
団
体
か
ら
32
名
の
参

加
、各
１
点
の
作
品
を
持
ち
込
ん
で
の
講
評
や
意

見
交
換
会
が
行
わ
れ
た
。講
評
に
は
、当
連
文
所

だ
き
ま
し
た
。展
示
作
品
の
額
装
が
通
常
と
異

な
る
も
の
を
取
り
上
げ
て
の
説
明
や
、作
風
に

つ
い
て
の
意
見
な
ど
、い
ろ
ん
な
側
面
か
ら
お

話
し
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ご
来
館
頂
い
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。　　
　
　
　
　
（
写
真
部
・
川
島 

幹
夫
）

属
書
家
の
宮
崎
悠
雲
氏
、そ
の
他
写
真
現
像
技
術

者
、元
朝
日
新
聞
写
真
記
者
の
方
々
で
あ
り
、活

況
を
呈
し
た
。      　
　
　
　

（
広
報
委
員
会
）
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第
51
回

連
文
書
道
部
書
作
家
展

　令
和
7
年
5
月
28
日
（水）
か

ら
6
月
1
日
（日）
ま
で
、久
留
米

市
美
術
館
1
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、

書
道
部
58
名
に
よ
る
書
作
家
展

を
行
い
ま
し
た
。

　今
年
は「
読
み
や
す
い
書
ー
　短

歌
・
俳
句
を
書
く
　ー
」を
テ
ー

マ
に
設
定
し
、漢
字
・
か
な
・

篆
刻
等
で
表
現
し
た
1
4
4
点

を
展
示
致
し
ま
し
た
。李
白
の

詩
、与
謝
野
晶
子
や
北
原
白
秋

の
う
た
、芭
蕉
・
子
規
・
漱
石

　3
月
9
日
（日）
、第
3
回
目
と
な
る

Bey
o
n
d
　t
he 

　Bor
de
r
s 

　

　3
を
日
吉
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は「
若
い
世
代
と
交

流
」と
い
う
こ
と
で
、南
筑
高
等
学
校

様
の
ご
協
力
に
よ
り
、軽
音
楽
部
と

ダ
ン
ス
部
の
生
徒
さ
ん
達
と
有
意
義

な
時
間
を
共
有
で
き
ま
し
た
。

　当
部
門
か
ら
は
、廣
重
貴
子
さ
ん

率
い
る
ゴ
ス
ペ
ル
チ
ー
ム
の

「
P
r
e
c
i
o
u
s 

　G
o
s
p
e
l
」

そ
し
て
冨
松
正
治
さ
ん
の
バ
ン
ド
で

ブ
ル
ー
グ
ラ
ス
の「
ハ
ッ
チ
ャ
リ
ー

ズ
」そ
し
て
J
a
z
z
は
西
田
麻
美
さ

ん
中
瀬
亨
さ
ん
の
バ
ン
ド
で「
西
田

Beyond the Borders vol.3

第
58
回

仲
縄
忌
俳
句
大
会

◎
　

◎
　 　6

月
27
日
（金）
、高
山
彦
九
郎
先
生
の
命
日
で
、

墓
所
の
あ
る
遍
照
院
で
、十
一
時
よ
り
法
要
が
行

わ
れ
ま
し
た
。今
年
は
参
加
者
が
少
な
く
、用
意

さ
れ
た
椅
子
も
た
く
さ
ん
空
い
て
い
ま
し
た
。淋

し
い
気
が
し
ま
し
た
。

　最
速
の
梅
雨
明
け
と
い
う
こ
と
で
、暑
い
中
俳

句
会
の
出
席
者
は
遍
照
院
の
庭
園
、境
内
な
ど
を

吟
行
し
ま
し
た
。朴
の
花
、蓮
の
花
が
咲
き
、手
水

鉢
に
は
紫
陽
花
が
浮
か
べ
て
あ
り
、と
て
も
き
れ

い
で
し
た
。

　法
要
の
焼
香
を
す
ま
せ
、南
薫
校
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
―
へ
移
り
、俳
句
会
を
開
催
致
し
ま

し
た
。

　参
加
者
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
選
者
は
二
名

と
し
ま
し
た
。

　特
選
句（
◎
）佳
作
句
は
次
の
通
り
で
す
。

　
　
　
　
　大
力
　妙
子
　選

以
白
忌
を
修
す
寺
苑
の
万
緑
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　黒
田
　充
女

仲
縄
忌
涼
し
く
す
す
む
献
茶
の
儀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　吉
田
　い
ず
み

年
一
度
会
ふ
人
の
ゐ
て
仲
縄
忌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　大
坪
　久
美
枝

　
　
　
　宮
﨑
　み
ゆ
き
　選

万
緑
や
史
実
を
繋
ぐ
仲
縄
忌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　大
力
　妙
子

以
白
忌
を
修
す
寺
苑
の
万
緑
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　黒
田
　充
女
　

過
去
現
世
繋
ぐ
万
緑
な
り
し
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　大
力
　妙
子

                       （
俳
句
部・宮
﨑 

み
ゆ
き
）

　
　
　
　
　
　
　

文化交流部定期演奏会
vol

vol
の
句
、漢
詩
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
に

富
ん
だ
作
品
が
並
び
ま
し
た
。

　会
期
中
は
、天
気
に
恵
ま
れ
、

来
場
者
数
は
1
2
8
1
名
と
多

く
の
方
々
に
ご
鑑
賞
い
た
だ
き
、

盛
会
に
終
わ
り
ま
し
た
。今
後

も
書
道
文
化
が
ま
す
ま
す
発
展

し
て
い
く
よ
う
に
活
動
の
幅
を

広
げ
、皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
会
員
一
同
で
精

進
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　（書
道
部
・
村
松 

知
子
）

麻
美
＋
カ
ル
テ
ッ
ト
」（
ド
ラ
ム
は
藤

山
英
一
郎
さ
ん
、ピ
ア
ノ
は
小
森
陽

子
さ
ん
、S
A
X
に
は
浦
ひ
ろ
の
り

さ
ん
）と
い
う
豪
華
メ
ン
バ
ー
の
3

組
の
出
演
陣
で
お
迎
え
し
ま
し
た
。

 

お
越
し
い
た
だ
い
た
方
々
に
は
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　次
回
は
　4
本
年
12
月
20
日
（土）
に

久
留
米
座
で
の
開
催
予
定
で
、こ
れ

ま
で
に
無
い
新
た
な
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
企
画
中
で
す
の
で
皆
様
ど

う
ぞ
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
　
　
　

　

       （
文
化
交
流
部
・
丸
山 

幸
一
） 
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令
和
7
年
1
月
20
日
（月）
か
ら
1
月
26
日
（日）
ま
で
え
ー
る
ピ
ア
久
留
米

2
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
於
い
て
開
催
し
ま
し
た
。 

　
洋
画
部
、デ
ザ
イ
ン
部
、書
道
部
会
員
で
審
査
を
行
い
、絵
画
は
応
募
数

1
2
2
1
点
、入
選
1
7
6
点
、入
賞
86
点
、書
道
は
、応
募
数
1
3
5
1
点
、

入
選
5
7
8
点
、入
賞
97
点
で
し
た
。

　
書
道
は
、小
中
高
全
体
で
応
募
数
が
増
え
、作
品
自
体
の
レ
ベ
ル
が
高
く
、

審
査
員
の
先
生
方
も
選
定
に
悩
み
ま
し
た
。絵
画
は
、残
念
な
が
ら
小
学
生

の
応
募
が
少
し
減
り
ま
し
た
が
、中
学
生
は
倍
以
上
の
応
募
数
と
な
り
ま

し
た
。各
部
門
と
も
、7
年
度
も
多
く
の
作
品
を
期
待
し
ま
す
。

　
最
終
日
の
26
日
（日）
の
表
彰
式
で
は
、ジ
ュ
ニ
ア
青
木
繁
展
大
賞
を
は
じ

め
特
別
賞
・
優
秀
賞
・
奨
励
賞
・
佳
作
の
受
賞
者
や
ご
家
族
の
参
観
で
会

場
が
い
っ
ぱ
い
と
な
り
賑
わ
い
ま
し
た
。

作品募集

大
賞　
　

書
道
の
部

春
日
高
等
学
校
2
年　

野
田 

楓
さ
ん

　
紺
の
紙
に
金
の
墨
で
表
現
さ
れ
、筆
圧
の
強
弱
が
き
い
た
粘
り
強
い

線
質
で
、最
後
ま
で
書
き
上
げ
た
こ
と
が
、見
る
人
の
目
を
引
き
つ
け

ま
し
た
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
書
道
部
・
豊
福 

桂
舟
）

▲

「
宋
徽
宗
痩
金
千
字
文
」

第
23
回

ジ
ュ
ニ
ア
青
木
繁
展

水
墨
画
ス
ケ
ッ
チ
旅
行

　
６
月
８
日（
日
）、水
天
宮
に
て
ス
ケ
ッ
チ
会
を

行
い
ま
し
た
。

　
梅
雨
空
の
下
で
の
ス
ケ
ッ
チ
会
と
な
り
ま
し

た
が
、近
況
を
語
り
合
っ
て
親
睦
を
深
め
、今
後

の
活
動
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
す
こ
と
で
各
々

の
考
え
が
明
確
と
な
り
、実
り
あ
る
一
日
と
な
り

ま
し
た
。　　
　
　
　
（
水
墨
画
部
・
城
戸 

妙
子
）

原
稿

募
集

◀
会　
報

次
号
会
報
1
2
0
号
の
原
稿
募
集
し
て
い

ま
す
。10
月
原
稿
締
切
。2
0
2
6
年
1
月

発
行
予
定
で
す
。

◀
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

随
時
受
付
中
で
す
。

活
動
の
報
告
と
予
定
を
部
で
ま
と

め
、事
務
局
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

大
賞　
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